
 

 

 3月 12日（木）に、障害福祉センターあらぐさのホールで、京都新聞社会福祉事業団が実施している、京

都新聞おでかけ公演「京都フィルハーモニー室内合奏団・デュオ演奏会」が催されました。 

 障害福祉センターあらぐさの利用者さんたちは、ファゴットやバイオリンの美しい音色に、心地よさそうに

聞き入りました。「ドナウ河のさざ波」などのクラッシック音楽6曲と、みんなにおなじみの「幸せなら手をた

たこう」「ジブリメロディ」。最後は「マツケンサンバ」で盛り上がりました。 


